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* 극동정보대학 강사 일본어학

청주대학교 조교수 일본어학**

1) 가능동사라고 하면 등을 가리키어 와 같은 것은 가능,読 行 見 起める ける られる きられる「 」「 」 「 」「 」

동사에 포함시키지 않은 견해도 있지만 여기에서는 양 쪽 다 포함시키는 포괄적인 의미로 가능동사라,

는 용어를 썼음.

2) (p.199 200), (p.291)日本語教育事典 大修館書店 鈴木重幸 日本語文法 形態論『 』 ～ 『 ․ 』
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、 。

、 。

、

2 . 1 久野 (暲 新日本文法研究 所収レル ラレル と デキル「「 ․ 」 「 」」 『 』 ․

1983)

。

。

2.2 ( ) ( 1 1986)奥田靖雄 現実 可能 必然 上 科学 所収ことばの「 ․ ․ 」 『 』 ․

2.3 (森田良行 富士山 見 富士山 見 日本語 類が える か が られる か の「 」 「 」 」 『 意



                                                                            

1988)表現 所収』 ․

2.4 李金蓮 見 見 見える られる ることができる について「「 」「 」「 」 」

( 1994[ 4 ])世界 日本語教育 所収 第 号の『 』 ․

2.5 (山内博之 清水孝司 見 見 日本文化が える が られる․ 「「～ 」「～ 」」 『 学

제 집 한국일본문화학회10 )報 所収』 ․

의 경우3.1 能力可能

見 文型 話 手 判断 示 文型 理屈は が える という は し の を す ゆえ どうしても っぽくなってしま「…… …… 」 、 、

見 主体 私 私 示 見 状態 主体 備 特権的う さらに える を は には と すと えるという がその に わった なも。 、 「 」「 」 、

判断 変 主体 備 一種 能力 見 私 星のという に わってしまう これはその に わった の と てさしつかえない には が。 。「

見 私 星 見 能力 私 星 見 能力所有 表現える は には を る がある つまり には を ることができる の となって」 「 」 、「 」

( )能力所有 可能 一種 以下 省略しまう も の である。 。

3) 동사 의 의 존재양식에 대하여 (p.323 333)全成龍 多義語 見 意味える「 「 」 」 ～

4) ( p.255)寺村秀夫 日本語 意味 出版のシンタクスと くろしお『 Ⅰ』

5) (森田良行 富士山 見 富士山 見 日本語類意表現 創拓社が える か が られる か「「 」 「 」 」 『 』

p.96)
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의 경우3.2 状況可能

 

 

夜 星 見 彼 別荘 海 見 見 成 立 状況 設定は が える とか の は が える のように える を り たせる を する「 」 「 」 「 」

!場面限定 話 手 判断 入 込 見 認識発見 喜 驚 躍動と そこに という し の が り むため える という の びや きの、 、「 」

( )感 失 中略 可能表現 一般 広 意が われてしまう もちろん は にもっと い。 ～ ～ 味 見をもっており える や、「 」

( )聞 能力 所有 内的条件こえる なら そのような の だけでなく「 」 、 /夜 星 見 見は が える られる のような、「 」 、

( )状態成立 必要 外的条件 考 制約 場合 夜 時間的制約 可その に な として えられる この は にかぎって という も  

能的判断 生 出を み す。
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6) ( p.96)森田良行 富士山 見 富士山 見 日本語類意表現 創拓社が える か が られる か「「 」 「 」 」 『 』
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의 경우3.3 条件可能
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의 경우4.1 能力可能
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의 경우4.2 状況可能
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의 경우4.3 条件可能
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의 경우4.4 心情可能

、

、 。

、 、

、 。

、 、 、

、

、 、 、 、

、 。

의 경우5.1 能力可能

、 、 、
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의 경우5.2 状況可能

7) 제 권10 , p.113, (2001,2)日本文化学報 山内博之 清水孝司『 』 ․
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의 경우5.3 条件可能
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의 경우5.4 心情可能
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